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276,301 千円 
（3.0%）

諸収入

4,082,290 千円
（44.3%）

地方交付税

1,585,125 千円
（17.2%）

町　税

399,730 千円 
（4.3%）

繰越金 895,265 千円
（9.7%）

その他

平
成
19
年
度
　紀
北
町
決
算
報
告

歳入総額　92億1,607万2千円歳入総額　92億1,607万2千円歳入総額　92億1,607万2千円歳入総額　92億1,607万2千円

　今月号は、平成 19 年度紀北町

決算の概要をお知らせします。

　平成 19 年度の決算では、歳入

( 町に入ってきたお金 ) は 92

億 1,607 万 2 千円、歳出 ( 町が

使ったお金 ) は 88 億 9,758 万

円で、差引すると３億 1,849 万

２千円の剰余金が生じました。

■年間の歳入決算額

　歳入のうち最も多いものが地方交
付税 40 億 8,229 万円で歳入全体の
44.3％を占めています。次に多いも
のは町税 15 億 8,512 万 5 千円で全
体の 17.2％、国庫支出金は６億
8,919 万２千円、県支出金は６億
7,606 万 9 千円、町の借金にあたる
地方債６億 1,210 万円、前年度から
の繰越金３億 9,973 万円の順になっ
ています。
　このうち町が独自で賄うことがで
きるお金を自主財源 ( 町税、繰入金、
繰越金など ) といいますが、この自
主財源は 27 億 8,678 万 8 千円で全
体の 30.2％となっています。

年間の歳入
92億1,607万2千円

歳　　入 歳　　出 差　　引
9,216,072
2,860,731
3,003,219
179,476
189,063
6,232,489
15,448,561

8,897,580
2,750,304
2,944,208
152,836
174,068
6,021,416
14,918,996

318,492
110,427
59,011
26,640
14,995
211,073
529,565

小　　　　　計
合　　　　　　　計

会　　　計　　　名
一 　 　 般 　 　 会 　 　 計

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計
老 人 保 健 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計

特
別
会
計

平成 19 年度会計別決算の状況

（単位：千円）

（単位：千円）

※簡易水道事業特別会計は、平成 2 0 年度に水道事業会計に統合されました。

歳　　入 歳　　出 差　　引
384,059
279,443

336,381
489,375

47,678
▲ 209,932

会　　　計　　　名

水 道 事 業 会 計
収 益 的 収 支
資 本 的 収 支

※収益的収支差引額については 4 7 , 6 7 8 千円となりました。これから、消費税などの影響額を除いた
　4 4 , 5 2 2 千円が純利益となります。
　また、資本的収支については、2 0 9 , 9 3 2 千円の不足額を損益勘定留保資金等で補てんしました。

4,082,290 千円
（44.3%）

地方交付税

1,585,125 千円
（17.2%）

町　税

676,069 千円
（ 7.3%）

県支出金

 612,100 千円 
（6.7%）

地方債

689,192 千円
（7.5%）

国庫支出金

399,730 千円 
（4.3%）

繰越金 895,265 千円
（9.7%）

その他

676,069 千円
（ 7.3%）

県支出金

 612,100 千円 
（6.7%）

地方債

689,192 千円
（7.5%）

国庫支出金



広報きほく2008年11月号３

2,156,211 千円
（24.2%）

民生費

歳出総額　88億9,758万円歳出総額　88億9,758万円

年間の歳出
88億9,758万円

1,779,801 千円
（20.0%）

総務費

1,655,009 千円
（18.6%）

公債費

843,366 千円
（9.5%）

衛生費

648,991 千円
（7.3%）

教育費

584,309 千円
（6.5%）

消防費

496,360 千円
（5.6%）

土木費

374,271 千円
（4.2%）

農林水産業費

202,887 千円
（2.3%）

商工費

114,291 千円
（1.3%）

議会費
42,084 千円
（0.5%）

災害復旧費

2,156,211 千円
（24.2%）

民生費

1,779,801 千円
（20.0%）

総務費

1,655,009 千円
（18.6%）

公債費

843,366 千円
（9.5%）

衛生費

648,991 千円
（7.3%）

教育費

584,309 千円
（6.5%）

消防費

496,360 千円
（5.6%）

土木費

■年間の歳出決算額

　歳出のうち最も多かったものは
民生費 21 億 5,621 万 1 千円で全体
の 24.2％を占めています。次いで総
務費 17 億 7,980 万 1 千円、借入金
の返済に当たる公債費 16 億 5,500
万 9 千円、衛生費 8 億 4,336 万 6 千
円、教育費 6 億 4,899 万 1 千円の順
になっています。

平成 19 年度 平成 18 年度 説　　　　　　　　　　明

0.311 0.311

区　　分

　標準的な行政活動を行うために必要な財源に対する
町税収入の割合を示すもので、この数値が高くなるほど
財源に余裕があるとういことができます。数値は前年度
と同じになっています。

92.4% 95.7%

　歳出のうち人件費や公債費など経常的に必要な支出
に、町税などの経常的に入る歳入がどの程度充当されて
いるかを示すもので、この数値が高くなるほど新たな住
民ニーズに対応する余裕が少なくなり、財政が硬直化し
ているとされています。前年に比べ人件費などが減少し
たことなどから、3.3% 減少しています。

15.4% 16.2%

　使途が特定されていない収入のうち、どれだけの割合
を借入金返済にあてているかを示すもので、水道事業会
計や三重紀北消防組合などの一部事務組合が借入れた
地方債の返済金のうち、町が負担すべきものを含んだも
のです。前年に比べ 0.8% 減少しています。

人口一人当たり 669 千円 人口 1 人当たり 695 千円
132 億 4,350 万円 140 億 5,929 万円

　町民の生活基盤である道路、学校、ごみ処理場などの
施設を整備する際に借入れた借金の年度末残高です。借
入額を抑制し、繰上償還を行なったことで前年に比べ
5.8% 減少しましたが、残高は依然として高い水準にあ
ります。
　基金 ( 町の預貯金）には、収入が不足したときのため
の財政調整基金や、地方債の償還に当てるための減債基
金、庁舎等の改築・改修のための基金、福祉事業のため
の基金など合計 15 の基金があります。
　平成 19 年度では、減債基金や歴史、伝統、文化、産業
などの地域に特性を生かしたまちづくりのため地域づ
くり事業基金や合併した市町村のまちづくりのための
地域振興基金への積立てを増額したことなどから、前年
度に比べ 29.2% 増加しました。

人口一人当たり 98 千円 人口一人当たり 72 千円
19 億 3,292 万円 14 億 9,601 万円

■財政指数等の状況

※一人当たりの地方債残高、基金残高は、平成 18 年度は平成 19 年 3 月 31 日、平成 19 年度は平成 20 年 3 月 31 日現在の
住民基本台帳登録人口により計算しています。

歳出総額　88億9,758万円歳出総額　88億9,758万円

実質公債費比率

財 政 力 指 数

経 営 収 支 比 率

地 方 債 残 高

基 金 残 高
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使 わ れ た の か 見 て み ま し ょ う

議会費 114,291千円

議会の運営、議員の活動費用などに使わ
れました。

【主な使いみち】

総務費 1,779,801千円

　広報の発行、ケーブルテレビ行政放送、
町税の課税や徴収、住民票・戸籍の管理・
証明書の発行、基金の積立、統計調査、
庁舎の管理、耐震化工事、地区集会所の
整備などに使われました。

【主な使いみち】

←
議
会
の
様
子

民生費 2,156,211千円

　介護保険事業 ( 紀北広域連合への負担
金 )、身体障害者支援事業、私立保育所の
運営費に対する補助、老人ホーム赤羽寮
の運営管理、児童手当の支給、国民健康
保険事業特別会計・老人保健特別会計へ
の繰出金などに使われました。

【主な使いみち】

衛生費 843,366千円

　各種住民検診、ごみ・し尿処理費用、
火葬場の管理・運営、浄化槽設置者への
補助、簡易水道事業特別会計の借入金に
対する償還金の補助などに使われました。

【主な使いみち】

農林水産業費 374,271千円

　農業委員会の運営、比幾海岸・和具の
浜海岸の管理、排水機場の管理、林道の
開設・管理、町有林の管理、漁業振興の
ための種苗放流、漁港の整備・管理など
に使われました。

【主な使いみち】

→
保
育
園
夕
涼
み
会

←
田
園
風
景

商工費 202,887千円

　古里温泉・キャンプinn海山の運営・管
理、道の駅の運営・管理、中小企業対策 (商
工会への補助 )、観光推進 ( 観光協会への
補助など）の費用などに使われました。

【主な使いみち】

土木費 496,360千円

　道路や河川の整備・管理、熊野灘臨海
公園の管理、県が行う道路・公園・海岸
整備などへの負担金などに使われました。

【主な使いみち】

問い合わせ　本庁財政課財政係　℡０５９７－３９－３９０２
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消防費 584,309千円

　三重紀北消防組合への負担金、消防団
の活動費用、消防団詰所の整備、防火水
槽・井戸の整備、防災行政無線の整備・
管理などに使われました。

【主な使いみち】

教育費 648,991千円

　小学校 (11 校 )、中学校 (4 校 )、幼稚園
(3 園 ) の運営・管理、公民館 (12 館 ) の
管理・運営、生涯学習の各講座開設費用、
グランド、体育館の管理などに使われま
した。

【主な使いみち】

　平成 19 年 6 月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が施行されました。
　この法律は、地方公共団体における財政の状況を全国的に統一した基準に基づいて計算される５つ
の比率 (4 つの健全化判断比率と公営企業の資金不足比率）の公表
とその比率に応じた財政健全化計画の策定を義務付けるもので
す。従来の赤字再建団体に相当する「財政再生団体」への転落を未
然に防ぐため、「早期健全化団体」の基準を設けることにより早期
に是正を行うことを目的としています。
　紀北町におきましては、平成 19 年度の健全化判断比率、資金不
足比率は下表のとおりで、何れの比率も基準の範囲内となってい
ます。

　この基準以上の団体は、これ
までの「財政再建団体」にあた
るもので、早期健全化基準の内
容に加え、地方債の借り入れの
制限、財政運営が計画に適合し
ないと認められる場合は国によ
る予算の変更等の勧告が行われ
るなど、国等の関与による確実
な再生が必要となります。　20.0

20.0

簡易水道事業特別会計

‐
( 赤字なし )

‐
( 赤字なし )

350.0

財政再生基準

20.0

40.0

35.025.0

紀北町の比率

‐
( 赤字なし )

‐
( 赤字なし )

15.4

97.9

項　　　　　目 早期健全化基準

14.5

19.5

■紀北町の健全化判断比率、資金不足比率 （単位：％）

健全化判断比率、 資金不足比率について

早期健全化基準を超えた場合

財政再生基準を超えた場合

こ の １ 年 間 で ど の よ う な こ と に

　この基準以上の団体は、自主
的な改善努力による財政健全化
のため、その計画を策定すると
ともに、実施状況を議会に報告
し、公表しなければなりませ
ん。また外部監査の要求が義務
付けられます。

災害復旧費 42,084千円

　平成 16 年 9 月の災害により被災した、
町道の災害復旧に使われました。

【主な使いみち】

公債費 1,655,009千円

　地方債 ( 町が借り入れた借入金 ) の元
利償還金に使われました。　

【主な使いみち】

←
救
命
訓
練

→
い
き
い
き

　

子
ど
も
学
園

※公債費を除く各項目には、各種委員や職員の人件費が含まれています。

実 質 赤 字 比 率
（ 一 般 会 計 等 ）

連 結 実 質 赤 字 比 率
（特 別 会 計 を 含 む）

実 質 交 際 費 比 率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

水 道 事 業 会 計

健全化判断比率、 資金不足比率について
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水質検査結果報告

■人の健康の保護に関する項目（26 項目）
海山区（平成 20 年 3 月）

■生活環境保全に関する項目（5 項目）
紀伊長島区・海域（平成 19 年 10 月）

　紀北町の環境行政における重要な課題は、環境への負荷を軽減し、循環型の社会を形成することです。また、町
民のみなさまが真に豊かで安心できる暮らしを実現していくうえで、その生活の基盤となる恵み豊かな自然を守り、
次世代に引き継いでいくことは、今を生きる私たちに課された大切な責務と考えています。
　今月号では、平成 19 年度に実施しました水質検査結果をお知らせします。

・紀伊長島区……河川 6 か所と海域 5 か所
・海　山　区……河川 2 か所

銚子川上流 銚子川下流
カドミウム 0.01㎎/ℓ以下
シアン 検出されないこと
鉛 0.01㎎/ℓ以下
六価クロム 0.05㎎/ℓ以下
ひ素 0.01㎎/ℓ以下
全水銀 0.0005㎎/ℓ以下
アルキル水銀 検出されないこと
ＰＣＢ 検出されないこと
セレン 0.01㎎/ℓ以下
トリクロロエチレン 0.03㎎/ℓ以下
テトラクロロエチレン 0.01㎎/ℓ以下
ジクロロメタン 0.02㎎/ℓ以下
四塩化炭素 0.002㎎/ℓ以下
1,2-ジクロロエタン 0.004㎎/ℓ以下
1,1-ジクロロエチレン 0.02㎎/ℓ以下
シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04㎎/ℓ以下
1,1,1-トリクロロエタン 1㎎/ℓ以下
1,1,2-トリクロロエタン 0.006㎎/ℓ以下
1,3-ジクロロプロペン 0.002㎎/ℓ以下
ベンゼン 0.01㎎/ℓ以下
シマジン 0.003㎎/ℓ以下
チウラム 0.006㎎/ℓ以下
チオベンカルブ 0.02㎎/ℓ以下
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10㎎/ℓ以下
ふっ素 0.8㎎/ℓ以下
ほう素 1㎎/ℓ以下

0.001㎎/ℓ未満 0.001㎎/ℓ未満
検出されず 検出されず
0.001㎎/ℓ未満 0.001㎎/ℓ未満
0.01㎎/ℓ未満 0.01㎎/ℓ未満
0.001㎎/ℓ未満 0.001㎎/ℓ未満
0.0005㎎/ℓ未満 0.0005㎎/ℓ未満
検出されず 検出されず
検出されず 検出されず
0.001㎎/ℓ未満 0.001㎎/ℓ未満
0.002㎎/ℓ未満 0.002㎎/ℓ未満
0.0005㎎/ℓ未満 0.0005㎎/ℓ未満
0.002㎎/ℓ未満 0.002㎎/ℓ未満
0.0002㎎/ℓ未満 0.0002㎎/ℓ未満
0.0004㎎/ℓ未満 0.0004㎎/ℓ未満
0.002㎎/ℓ未満 0.002㎎/ℓ未満
0.004㎎/ℓ未満 0.004㎎/ℓ未満
0.0005㎎/ℓ未満 0.0005㎎/ℓ未満
0.0006㎎/ℓ未満 0.0006㎎/ℓ未満
0.0002㎎/ℓ未満 0.0002㎎/ℓ未満
0.001㎎/ℓ未満 0.001㎎/ℓ未満
0.0003㎎/ℓ未満 0.0003㎎/ℓ未満
0.0006㎎/ℓ未満 0.0006㎎/ℓ未満
0.002㎎/ℓ未満 0.002㎎/ℓ未満
0.2㎎/ℓ 0.1㎎/ℓ
0.08㎎/ℓ未満 0.08㎎/ℓ未満
0.01㎎/ℓ未満 0.01㎎/ℓ未満

項　　目　　別 基準値
採　　水　　地

8.0 7.9
7.9㎎/ℓ 8.2㎎/ℓ
1.7㎎/ℓ 1.5㎎/ℓ
検出されず 検出されず
33MPN/100mℓ 790MPN/100mℓ

7.9 7.5 8.0
6.6㎎/ℓ 6.7㎎/ℓ 6.4㎎/ℓ
2.7㎎/ℓ 1.1㎎/ℓ 2.4㎎/ℓ
検出されず 検出されず 検出されず
170MPN/100mℓ 1,300MPN/100mℓ 49MPN/100mℓ

名倉 赤羽川河口
水素イオン（pH） 7.8以上8.3以下
溶存酸素（DO） 7.5㎎/ℓ以上
化学的酸素要求量（COD） 2㎎/ℓ以下
へキサン抽出物質 検出されないこと
大腸菌群数 1,000MPN/100mℓ以下

中ノ島 長島造船前 前浜
水素イオン（pH）
溶存酸素（DO）
化学的酸素要求量（COD）
へキサン抽出物質
大腸菌群数

項　　目
測定結果

項　　目 （参考基準）
尾鷲湾（Ａ類型）

測定結果
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紀伊長島区・河川（平成 19 年 10 月）

海山区・河川 ( 平成 20 年 3 月）

6.3 6.9 8.1
4.5㎎/ℓ 7.3㎎/ℓ 7.0㎎/ℓ
2.2㎎/ℓ 検出されず 検出されず
9.4㎎/ℓ 1.8㎎/ℓ 3.2㎎/ℓ
16,000MPN/100mℓ 9,200MPN/100mℓ 34MPN/100mℓ

7.3 8.4
8.1㎎/ℓ 8.7㎎/ℓ
検出されず 0.6㎎/ℓ
2.2㎎/ℓ 2.5㎎/ℓ
1,300MPN/100mℓ 1,300MPN/100mℓ

加田鉄橋下 古里 赤岩
水素イオン（pH）
溶存酸素（DO）
生物化学的酸素要求量（ＢOD）
浮遊物質量（SS）
大腸菌群数

項　　目 測定結果

片上池 萩原川
水素イオン（pH）
溶存酸素（DO）

浮遊物質量（SS）
大腸菌群数

項　　目 測定結果

　環境基本法（1993年）に基づいて定められてい
る水質の基準。
水質環境基準には、人の健康の保護に関する基準
（健康項目）と生活環境の保全に関する基準（生
活環境項目）の2つがあります。銚子川の基準値
は、生活環境の保全に関する基準・類型AAと
なっています。

水質基準について

　水溶液の酸性、アルカリ性の度合いを表す指標。
pHが7のときに中性、7を超えるとアルカリ性、7
未満では酸性を示します。雨水中の溶存物質等に
より、雨水が強い酸性を示すことがあり、pH5.6
以下の雨を酸性雨と定義づけています。

水素イオン濃度（pH）水素イオン濃度（pH）水素イオン濃度（pH）

　水中の有機物が微生物の働きによって分解され
るときに消費される酸素の量のことで、河川の有
機汚濁を測る代表的な指標です。

生物化学的酸素要求量（BOD）生物化学的酸素要求量（BOD）生物化学的酸素要求量（BOD）

　水中に溶解している酸素の量のことで、代表的
な水質汚濁状況を測る指標の１つです。

溶存酸素量（DO）溶存酸素量（DO）溶存酸素量（DO）

　水中に浮遊または懸濁している直径2mm以下
の粒子状物質のことです。

浮遊物質量（SS）浮遊物質量（SS）浮遊物質量（SS）

　水中の有機物を酸化剤で分解する際に消費され
る酸化剤の量を酸素量に換算したもので、海水や
湖沼水質の有機物による汚濁状況を測る代表的な
指標です。

化学的酸素要求量（COD）化学的酸素要求量（COD）化学的酸素要求量（COD）

　大腸菌及び大腸菌と性質が似ている細菌群の数
のことをいい、水中の大腸菌群数は、し尿汚染の
指標として使われています。

大腸菌群数大腸菌群数大腸菌群数

　へキサンという有機溶媒によって抽出される不
揮発性の物質の総称で、水中の油分の指標の一つ
です。

ヘキサン抽出物質ヘキサン抽出物質ヘキサン抽出物質

用語解説用語解説

【問い合わせ】 本庁環境管理課環境管理係…TEL ０５９７－３９－３９１１　

7.3
9.2㎎/ℓ
6.0㎎/ℓ
7.3㎎/ℓ
2,4000MPN/100mℓ以上

下倉川

6.5以上8.5以下 6.9
7.5㎎/ℓ以上 11㎎/ℓ
1㎎/ℓ以下 検出されず
25㎎/ℓ以下 0.5mg/ℓ
50MPN/100mℓ以下 11MPN/100mℓ

基準値・銚子川ＡＡ類型
銚子川上流

水素イオン（pH）
溶存酸素（DO）

浮遊物質量（SS）
大腸菌群数

項　　目 測定結果

7.1
11㎎/ℓ
検出されず
検出されず
検出されず

銚子川下流

生物化学的酸素要求量（ＢOD）

生物化学的酸素要求量（ＢOD）

用語解説
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海 外 研 修 報 告海 外 研 修 報 告

第
35
回
Ｊ
Ｃ
青
年
の
船

　
　

と
う
か
い
号
乗
船
報
告

鈴
木　

百
子
さ
ん

　町では、国際的な視野に立った、地域や団体のリーダーとなる人材を育成し、資質の
向上と町の活性化を図ることを目的として、海外研修助成制度を実施しています。
　平成 20 年度、この制度を受けられた鈴木百子さんと宮原幸江さんの研修報告をご紹介
します。

宮
原　

幸
江
さ
ん

　

平
成
20
年
６
月
７
日
か
ら

15
日
ま
で
の
９
日
間
、
第
35

回
Ｊ
Ｃ
青
年
の
船
と
う
か
い

号
に
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
４

年
目
に
な
っ
た
と
い
う
の
に

何
も
成
長
し
な
い
自
分
の
こ

と
を
よ
く
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
時
で
し
た
。
そ
ん
な

時
、
と
う
か
い
号
の
話
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

　

私
の
周
り
に
は
以
前
に
と

う
か
い
号
に
乗
船
さ
れ
た
方

も
多
く
、
船
内
で
の
体
験
談

を
沢
山
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
、
少
し
の
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
す
で

に
乗
船
す
る
こ
と
を
申
し
出

て
い
ま
し
た
。

　

乗
船
す
る
ま
で
の
間
に
は

三
重
県
内
の
チ
ー
ム
の
集
ま

り
も
あ
り
、
初
め
て
み
ん
な

に
会
う
ま
で
は
緊
張
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
の
に
ど
ん
ど
ん

仲
良
く
な
り
、
結
束
力
も
す

ご
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
毎
日
が
と
て
も
楽
し
く

て
充
実
し
て
い
る
と
思
っ
た

の
も
久
々
の
こ
と
で
し
た
。

　

船
内
で
は
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
忙
し
い
日
々
で
し
た

が
、
講
師
の
方
々
に
よ
る
研

修
、
寄
港
地
で
あ
る
香
港
で

の
現
地
の
方
々
と
の
交
流

等
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
香
港
歴
史
博
物
館
で

は
日
本
占
有
期
の
展
示
室
を

見
学
し
た
時
に
そ
の
時
代
の

香
港
生
活
、
恐
怖
の
中
で

送
っ
た
悲
惨
な
日
々
等
、
心

が
痛
み
ま
し
た
。
ま
た
、
鮮

や
か
な
色
彩
の
民
族
衣
装
も

印
象
的
で
、
香
港
の
歴
史
に

触
れ
て
沢
山
の
こ
と
を
学
べ

た
と
思
い
ま
す
。

　

と
う
か
い
号
に
乗
船
し
て

年
齢
、
職
業
が
全
く
違
う
人

達
の
中
で
「
心
友
」
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
、
自

分
を
発
見
す
る
時
間
が
で
き

た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
乗
船
す
る
に
あ
た

り
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

第
35
回
Ｊ
Ｃ
青
年
の
船
と

う
か
い
号
に
、
研
修
の
為
、

乗
船
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
様
々
な
分
野

に
精
通
し
た
先
生
の
講
義
を

聴
講
し
、
環
境
、
自
己
分
析
、

人
間
学
な
ど
を
学
び
、
議
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

寄
港
地
先
で
は
、
現
地
の

方
と
の
国
際
交
流
を
通
し

て
、
文
化
や
歴
史
を
学
び
、

日
本
や
地
域
の
文
化
を
伝

え
、
現
地
の
方
と
交
流
を
深

め
る
な
ど
、
と
う
か
い
号
で

の
国
際
交
流
の
一
端
を
担
い

ま
し
た
。

　

現
地
で
活
動
す
る
こ
と
に

よ
り
、
日
本
と
の
文
化
の
相

違
を
実
感
し
、
現
地
の
人
の

価
値
観
や
考
え
を
聞
け
た
こ

と
は
、
自
分
に
と
っ
て
良
い

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
講
義

の
中
で
は
、
環
境
問
題
に
対

す
る
問
題
提
起
、
地
球
温
暖

化
の
被
害
予
想
や
原
因
な
ど

を
考
え
、
自
己
分
析
の
講
義

で
は
、
自
己
分
析
、
周
り
の

人
の
分
析
を
行
い
、
考
え
の

相
違
を
認
め
た
上
で
、
地
域
、

社
会
生
活
に
お
い
て
、
よ
り

よ
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め

に
ど
う
す
る
べ
き
か
議
論
を

行
い
発
表
し
ま
し
た
。

　

船
内
で
は
、
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
と
い
う
、
チ
ー
ム
を
ま

と
め
る
補
佐
と
し
て
の
役
割

を
担
い
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
と
し
て
の
研
修
成

果
の
発
表
を
行
っ
て
い
く
過

程
の
中
で
、
様
々
な
年
齢
の

人
の
価
値
観
や
考
え
、
意
見

が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
研
修
発

表
と
い
う
目
的
に
向
か
う
た

め
に
ど
う
す
べ
き
か
、
常
に

悩
み
な
が
ら
、
模
索
し
な
が

ら
の
研
修
で
し
た
。
チ
ー
ム

内
で
話
し
合
う
機
会
を
も
っ

た
こ
と
で
、
１
人
１
人
の
意

見
を
尊
重
し
、
心
を
通
わ
せ

る
こ
と
で
、
目
的
に
向
か
う

気
持
ち
が
伝
わ
り
、
最
終
的

に
は
、
最
適
の
も
の
を
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

悩
み
ぬ
い
た
分
だ
け
、
下
船

の
時
は
、
感
動
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
、
メ
ン
バ
ー
と

は
、
相
互
に
考
え
を
述
べ
、

意
見
交
換
の
場
を
つ
く
り
、

交
流
し
て
い
ま
す
。
国
際
交

流
、
研
修
、
船
内
で
の
団
体

行
動
を
通
し
て
、
地
域
社
会
、

社
会
生
活
、
国
際
社
会
に
お

け
る
責
任
、
人
と
の
和
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
貴
重
な
経
験
は
、
と
う
か

い
号
だ
か
ら
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
頂

き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
20
年
６
月
７
日
か
ら

15
日
ま
で
の
９
日
間
、
第
35

回
Ｊ
Ｃ
青
年
の
船
と
う
か
い

号
に
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
４

年
目
に
な
っ
た
と
い
う
の
に

何
も
成
長
し
な
い
自
分
の
こ

と
を
よ
く
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
時
で
し
た
。
そ
ん
な

時
、
と
う
か
い
号
の
話
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

　

私
の
周
り
に
は
以
前
に
と

う
か
い
号
に
乗
船
さ
れ
た
方

も
多
く
、
船
内
で
の
体
験
談

を
沢
山
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
、
少
し
の
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
す
で

に
乗
船
す
る
こ
と
を
申
し
出

て
い
ま
し
た
。

　

乗
船
す
る
ま
で
の
間
に
は

三
重
県
内
の
チ
ー
ム
の
集
ま

り
も
あ
り
、
初
め
て
み
ん
な

に
会
う
ま
で
は
緊
張
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
の
に
ど
ん
ど
ん

仲
良
く
な
り
、
結
束
力
も
す

ご
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
毎
日
が
と
て
も
楽
し
く

て
充
実
し
て
い
る
と
思
っ
た

の
も
久
々
の
こ
と
で
し
た
。

　

船
内
で
は
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
忙
し
い
日
々
で
し
た

が
、
講
師
の
方
々
に
よ
る
研

修
、
寄
港
地
で
あ
る
香
港
で

の
現
地
の
方
々
と
の
交
流

等
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
香
港
歴
史
博
物
館
で

は
日
本
占
有
期
の
展
示
室
を

見
学
し
た
時
に
そ
の
時
代
の

香
港
生
活
、
恐
怖
の
中
で

送
っ
た
悲
惨
な
日
々
等
、
心

が
痛
み
ま
し
た
。
ま
た
、
鮮

や
か
な
色
彩
の
民
族
衣
装
も

印
象
的
で
、
香
港
の
歴
史
に

触
れ
て
沢
山
の
こ
と
を
学
べ

た
と
思
い
ま
す
。

　

と
う
か
い
号
に
乗
船
し
て

年
齢
、
職
業
が
全
く
違
う
人

達
の
中
で
「
心
友
」
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
、
自

分
を
発
見
す
る
時
間
が
で
き

た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
乗
船
す
る
に
あ
た

り
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

第
35
回
Ｊ
Ｃ
青
年
の
船
と

う
か
い
号
に
、
研
修
の
為
、

乗
船
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
様
々
な
分
野

に
精
通
し
た
先
生
の
講
義
を

聴
講
し
、
環
境
、
自
己
分
析
、

人
間
学
な
ど
を
学
び
、
議
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

寄
港
地
先
で
は
、
現
地
の

方
と
の
国
際
交
流
を
通
し

て
、
文
化
や
歴
史
を
学
び
、

日
本
や
地
域
の
文
化
を
伝

え
、
現
地
の
方
と
交
流
を
深

め
る
な
ど
、
と
う
か
い
号
で

の
国
際
交
流
の
一
端
を
担
い

ま
し
た
。

　

現
地
で
活
動
す
る
こ
と
に

よ
り
、
日
本
と
の
文
化
の
相

違
を
実
感
し
、
現
地
の
人
の

価
値
観
や
考
え
を
聞
け
た
こ

と
は
、
自
分
に
と
っ
て
良
い

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
講
義

の
中
で
は
、
環
境
問
題
に
対

す
る
問
題
提
起
、
地
球
温
暖

化
の
被
害
予
想
や
原
因
な
ど

を
考
え
、
自
己
分
析
の
講
義

で
は
、
自
己
分
析
、
周
り
の

人
の
分
析
を
行
い
、
考
え
の

相
違
を
認
め
た
上
で
、
地
域
、

社
会
生
活
に
お
い
て
、
よ
り

よ
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め

に
ど
う
す
る
べ
き
か
議
論
を

行
い
発
表
し
ま
し
た
。

　

船
内
で
は
、
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
と
い
う
、
チ
ー
ム
を
ま

と
め
る
補
佐
と
し
て
の
役
割

を
担
い
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
と
し
て
の
研
修
成

果
の
発
表
を
行
っ
て
い
く
過

程
の
中
で
、
様
々
な
年
齢
の

人
の
価
値
観
や
考
え
、
意
見

が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
研
修
発

表
と
い
う
目
的
に
向
か
う
た

め
に
ど
う
す
べ
き
か
、
常
に

悩
み
な
が
ら
、
模
索
し
な
が

ら
の
研
修
で
し
た
。
チ
ー
ム

内
で
話
し
合
う
機
会
を
も
っ

た
こ
と
で
、
１
人
１
人
の
意

見
を
尊
重
し
、
心
を
通
わ
せ

る
こ
と
で
、
目
的
に
向
か
う

気
持
ち
が
伝
わ
り
、
最
終
的

に
は
、
最
適
の
も
の
を
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

悩
み
ぬ
い
た
分
だ
け
、
下
船

の
時
は
、
感
動
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
、
メ
ン
バ
ー
と

は
、
相
互
に
考
え
を
述
べ
、

意
見
交
換
の
場
を
つ
く
り
、

交
流
し
て
い
ま
す
。
国
際
交

流
、
研
修
、
船
内
で
の
団
体

行
動
を
通
し
て
、
地
域
社
会
、

社
会
生
活
、
国
際
社
会
に
お

け
る
責
任
、
人
と
の
和
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
貴
重
な
経
験
は
、
と
う
か

い
号
だ
か
ら
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
頂

き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　町では、国際的な視野に立った、地域や団体のリーダーとなる人材を育成し、資質の
向上と町の活性化を図ることを目的として、海外研修助成制度を実施しています。
　平成 20 年度、この制度を受けられた鈴木百子さんと宮原幸江さんの研修報告をご紹介
します。
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平成21年度町立幼稚園児募集

引本幼稚園
（℡0597-32-0608）

保育料 入　園　願　書

（℡0597-35-0867）

施　設　名 入　園　資　格

紀伊長島幼稚園
（℡05974-7-3566）

受　付　期　間

ふなつ幼稚園

紀伊長島区に在住する
、平成15年4月2日～平
成16年4月1日に生まれ
たお子さん

海山区に在住する、平
成15年4月2日～平成16
年4月1日に生まれたお
子さん

海山区に在住する、平
成15年4月2日～平成17
年4月1日に生まれたお
子さん

対象となるお子さん
の保護者に11月中
旬に発送予定

幼稚園へお問い合わ
せください。

幼稚園へお問い合わ
せください。

12月1日(月)～19日(金)
【ただし、土･日曜日を除く】

町条例の
定めによ
る

●提　出　先・・・

●問い合わせ・・・

入園を希望する各幼稚園

教育委員会本庁学校教育課　℡0597-32-3914

平成21年度保育所児童募集

施　設　名 定　員 受付場所及び受付期間 注意事項

上 里 保 育 園

相 賀 幼 児 園

ひかり保育園
ひがし保育園
三 浦 保 育 園
ふらここ保育園
こひつじ保育園
志 子 保 育 所

60人
60人
20人

30人
30人

60人

120人

30人

上里保育園
11月10日(月)
午後2時～午後5時

本庁福祉保健課(老人福祉センター)
11月11日(火)
午前9時～正午、午後1時～午後5時30分

各保育園（所）及び
紀伊長島総合支所福祉環境室

11月10日(月)～28日(金)
【ただし、土･日曜日及び祝日を除く】

左記日程以外は
11月12日(水)～28日(金)
本庁福祉保健課(老人福祉
センター)で受付します。
【ただし、土･日曜日及び
祝日を除く】 受付場所が、紀

伊長島区と海山
区とでは異なり
ますので、ご注
意ください。

■対　象・・・平成15年4月2日以降に生まれたお子さん

●提出書類・・・

●問い合わせ・・・

入所申込書は本庁福祉保健課・紀伊長島総合支所福祉環境室と各保育園
（所）にあります。また、受付の際に、書類確認、聞き取り調査を行います
ので、必ず保護者等事情のわかる方がお越しください。

本庁福祉保健課地域福祉係(老人福祉センター)　℡0597-32-3912
紀伊長島総合支所福祉環境室福祉保健係　℡05974-7-1111

平成21年4月に入所を希望する児童を募集します。

平成21年度町立幼稚園児募集
平成 21 年度の入園児を募集します。
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紀北町臨時職員募集
■海山リサイクルセンター清掃作業員及び RDF 運搬運転手

■観光サービスセンター事務補助員

職種及び採用予定人員
　海山リサイクルセンター清掃作業員　1名
　海山リサイクルセンター RDF 運搬運転手　1名

応募資格
　　紀北町内に居住し、年齢満 65歳未満（平成
　20年 12月１日現在）で、普通自動車免許を所
　有し心身共に健全な方
　上記に加え、海山リサイクルセンターＲＤＦ運搬
　運転手については、大型自動車運転免許取得者

採用予定年月日　平成 20年 12月１日採用

募集期間　11月 4日（火）～ 18日（火）
　　　　　午前８時 30分～午後５時 30分
　　　　　（ただし、土・日曜日は除く）

提出書類（各１通）
　①受験申込書兼履歴書（本庁総務課職員係及び
　　紀伊長島総合支所総務室で交付）
　②健康診断書（様式は本庁総務課職員係及び紀
　　伊長島総合支所総務室で交付）
　③普通自動車一種免許の写し
　④大型自動車運転免許の写し（海山リサイクル
　　センター RDF 運搬運転手のみ）

試験日及び場所
　日時：平成 20年 11月 20 日（木）午前 9時～
　場所：紀北町役場別館３階　大会議室

試験の内容　教養試験、面接

合格者の発表　決定後本人に郵送にて通知

書類提出先　本庁総務課職員係

本庁総務課職員係  ℡0597-32-3901【問い合わせ】

職種及び採用予定人員
　事務補助員　1名

応募資格
　　紀北町内に居住し、普通自動車免許を所有し
　心身共に健全な方
　　基礎的なパソコン操作ができ、ワード・エク
　セル等を使った事務処理ができる方
　　明るく人と接することができ丁寧な対応がで
　きる方
　　土・日曜日及び祝日勤務可能な方
採用予定年月日　平成 20年 12月１日採用

雇用期間　採用日から 1 年更新とし、勤務成績に
　　　　　より最大で 5年間を限度とする。

募集期間　11月 4日（火）～ 18日（火）
　　　　　午前８時 30分～午後５時 30分
　　　　　（ただし、土・日曜日は除く）

提出書類（各１通）
　①受験申込書兼履歴書（本庁総務課職員係及び
　　紀伊長島総合支所総務室で交付）

　②健康診断書（様式は本庁総務課職員係及び紀
　　伊長島総合支所総務室で交付）
　③普通自動車一種免許の写し

試験日及び場所
　日時：平成 20年 11月 20 日（木）午前 9時～
　場所：紀北町役場別館３階　大会議室

試験の内容　教養試験、面接

合格者の発表　決定後本人に郵送にて通知

勤務課等
　　産業振興課観光サービスセンター勤務（紀伊
　長島区東長島「道の駅マンボウ」横）
　　土・日曜日及び祝日勤務（休日は振替により
　週休 2日）

賃金及び退職年齢等
　　紀北町臨時的に任用する職員の就業規定に準
　ずる

書類提出先　本庁総務課職員係
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公
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

入
居
指
定
日

　

12
月
22
日(
月)
予
定

応
募
基
準

①（
平
成
20
年
10
月
31
日
時
点
で
）

紀
北
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
を
有
す
る
方

②
基
準
収
入
月
額
20
万
円
以
下

※

基
準
収
入
月
額
と
は
、
入
居
者

及
び
同
居
者
の
過
去
１
年
間
の
所

得
か
ら
対
象
と
な
る
控
除
額
を
差

し
引
き
、
12
で
除
し
た
額
を
い
い

ま
す
。

③
入
居
申
込
者
（
同
居
者
含
む
）

が
暴
力
団
員
で
あ
る
と
き
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　

11
月
４
日
（
火
）
〜
14
日
（
金
）

〔
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
〕

申
し
込
み

本
庁
建
設
課
管
理
係　

℡
０
５
９
７
（
32
）
３
９
１
０

小山団地（改）
（小山浦）

16,300 円
～ 27,100 円

3DK
（和 3・DK・
浴室・洗面・
トイレ）

１戸
改ー 25

募集戸数 間取り 家賃 ( 月額）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
建
設
課
管
理
係

℡
０
５
９
７（
32
）３
９
１
０

※

収
入
に
よ
っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま
す
。

※

申
し
込
み
数
が
多
い
と
き
は
、
抽
選
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

10
月
１
日
、
法
務
大
臣
よ
り
新

し
く
人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
で
す
。

◆
新
人
権
擁
護
委
員
◆

　

横
江　

浩
純　

さ
ん

　

紀
北
町
海
山
区
相
賀

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
全
国
の
市

町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
て
、
常
に

自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努

め
る
と
と
も
に
、
国
民
の
基
本
的

人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
監
視
し
、
も
し
こ
れ
が
侵
犯

さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
救
済
の

た
め
、
速
や
か
に
適
切
な
処
置
を

と
る
こ
と
が
そ
の
使
命
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

推
進
委
員
の
活
動
内
容

　

紀
北
町
観
光
振
興
プ
ラ
ン
の
推

進
等
に
関
し
意
見
や
提
言
を
述
べ

る
こ
と

公
募
委
員
数　

10
名
程
度

開
催
回
数　

毎
月
１
回
程
度

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

謝
礼
等

　

無
報
酬
・
費
用
弁
償
な
し

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
（
本
庁
産
業
振
興
課

及
び
紀
伊
長
島
総
合
支
所
産
業
建

設
室
で
配
付
）
に
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

職
業
、
経
歴
（
職
歴
や
ま
ち
づ
く

り
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経

験
、
現
在
実
践
さ
れ
て
い
る
活
動

な
ど
）、
観
光
推
進
に
つ
い
て
の

意
見（
２
０
０
字
程
度
）を
記
入
し
、

本
庁
産
業
振
興
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。　

同
一
の
内
容
が
記
載

さ
れ
て
い
れ
ば
様
式
は
問
い
ま
せ

ん
。

　

提
出
書
類
は
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

応
募
期
間

　

11
月
４
日
（
火
）
〜
14
日
（
金
）

　

午
後
５
時
必
着

選
考
方
法

　

応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
提

出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
選
考
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

本
庁
産
業
振
興
課
商
工
・
観
光
係

℡
０
５
９
７
（
32
）
３
９
０
５

「
紀
北
町
観
光
振
興
プ
ラ
ン
推
進
委

員
会
」公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

新
人
権
擁
護
委
員▲町長から委託状を受け取る横江さん

℡
０
５
９
７
（
3
）
３
９
０
５
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日
時　

11
月
30
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
２
時
開
演

　
　
　
（
開
場　

正
午
）

会
場　

東
長
島
公
民
館

内
容　

４
５
０
年
の
由
緒
を
持
つ

一
色
能
が
、
熊
野
古
道
の
地
で
古

道
ゆ
か
り
の
名
作
「
巻
絹
」
を
上

演
　

11
月
28
日（
金
）か
ら
30
日（
日
）

ま
で
東
長
島
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
能

面
・
能
装
束
展
を
開
催

チ
ケ
ッ
ト

　

１
，
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

　

10
月
29
日
（
水
）
か
ら
販
売

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

　

教
育
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
・

紀
伊
長
島
総
合
支
所
）、
東
長
島

公
民
館
、
三
浦
公
民
館
、
多
目
的

会
館
、
若
者
セ
ン
タ
ー
、
海
山
公

民
館
、
海
山
郷
土
資
料
館
、
引
本

公
民
館
、
島
勝
公
民
館

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡
０
５
９
７
（
32
）
３
９
１
５

古
道
能

〜
伊
勢
一
色
町
能
楽

保
存
会
公
演
〜

日
時　

11
月
８
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
０
時
30
分
〜

場
所　

ツ
ヅ
ラ
ト
峠　

花
広
場

コ
ン
サ
ー
ト　

◇
志
子
小
学
校
児
童

（
竹
琴
＆
合
唱
、
ソ
ー
ラ
ン
節
）

◇
ヴ
ィ
ア
ン
カ
・
コ
ー
ル
（
コ
ー

ラ
ス
）

◇
賀
楽
多
（
和
太
鼓
と
笛
）

あ
お
さ
汁
・
お
茶
の
お
も
て
な
し

（
数
量
限
定
）

先
着
５
０
０
名
様 

タ
オ
ル
プ
レ

ゼ
ン
ト

問
い
合
わ
せ

本
庁
産
業
振
興
課
商
工
・
観
光
係

℡
０
５
９
７
（
32
）
３
９
０
５

ツ
ヅ
ラ
ト
峠

　
　
　
　
秋
祭
り

　

近
年
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
世
界
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
す
ぐ
に
ご
家
庭
で
飼

育
さ
れ
て
い
る
鶏
が
感
染
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

感
染
予
防
の
た
め
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
清
潔
な
環
境
で
飼
育
し
、
ネ
ッ

ト
で
囲
う
な
ど
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
ウ
イ
ル
ス
を
運
ぶ
可
能
性
の

あ
る
野
鳥
と
接
触
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

・
鳥
の
排
泄
物
に
触
れ
た
後
は
、

必
ず
う
が
い
や
石
鹸
を
使
っ
た
手

洗
い
を
し
ま
し
ょ
う

・
鳥
の
飼
育
小
屋
周
辺
の
消
毒
を

す
る
場
合
は
、｢

消
石
灰｣

等
が
有

効
で
す

・
養
鶏
場
へ
の
病
気
の
持
ち
込
み

を
防
ぐ
た
め
に
、
無
断
で
場
内
に

立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
発
見
し

た
ら

　

野
鳥
も
生
き
物
で
す
。
餌
が
十

分
と
れ
な
か
っ
た
り
、
気
候
な
ど

の
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
い
け
ず
、

弱
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
じ
場
所
で
野
鳥
が

多
数
死
ん
で
い
る
等
の
異
常
が
確

認
さ
れ
た
り
、
不
安
を
感
じ
る
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

・
野
鳥
に
つ
い
て

尾
鷲
農
林
水
産
商
工
環
境
事
務
所

森
林
・
林
業
室

℡
０
５
９
７
（
23
）
３
５
０
０

鳥
を
飼
育
し
て
い
る
方
へ

　

も
し
国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

飼
育
し
て
い
る
鳥
を
野
山
に
は
な

し
た
り
、
処
分
し
た
り
せ
ず
責
任

を
も
っ
て
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。

行
政
機
関
が
、
飼
育
さ
れ
て
い
る

鳥
を
処
分
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
飼
育
し
て
い
る
鳥
の

死
亡
が
増
加
す
る
な
ど
、
異
常
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

・
鳥
の
死
亡
が
増
加
す
る
な
ど
の

場
合

紀
州
家
畜
保
健
衛
生
所

℡
０
５
９
７
（
89
）
２
４
５
５

鶏
の
飼
育
羽
数
の
調
査
へ
の
お
願

い
　

近
年
、
国
内
で
の
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
受
け
、

町
内
で
鶏
、
日
本
鶏
、
烏
骨
鶏
、

シ
ャ
モ
、
ア
ヒ
ル
等
の
飼
育
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
鶏
等
を
飼
育
さ
れ

て
い
る
方
は
、
ご
報
告
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

・
飼
育
状
況
の
調
査
に
つ
い
て

紀
州
家
畜
保
健
衛
生
所

℡
０
５
９
７
（
89
）
２
４
５
５

　

鶏
肉
や
鶏
卵
を
食
べ
て
、
人
が

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る

こ
と
は
、
世
界
的
に
報
告
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

▲ツヅラト峠登り口

【
問
い
合
わ
せ
」

本
庁
産
業
振
興
課
農
政
係

℡
０
５
９
７（
32
）３
９
０
５
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「猛女とよばれた淑女
祖母・齋藤輝子の生き方」
　　　　　　   / 斎藤由香

「必要なものがスグ！に
とり出せる整理術」
　　　　　　/池田暁子

多目的会館図書室から町民センター図書室から児童図書館から

図書館だより図書館だより （11月の新刊案内）

新刊案内「図書名」/著者名
「どんぐりのき」/亀岡亜希子
「ブンダバー７」/くぼしまりお
「キャベツくんのにちようび」
　　　　　　　　　　  / 長新太
「おおきなおおきなおいも」
　　　　　　　　　  / 赤羽末吉
「ペネロペのおかいもの」
　　　　　  / アン・グットマン
「ねずみくんおおきくなったらな
にになる？」　　／なかえよしを

※借りた本は必ず返してください
☆あかちゃんの時からお母さんの
膝で絵本を！

「おつきさん」
　　　　/安川眞慈

新刊案内「図書名」/著者名
「出口なし」/藤ダリオ
「沈黙のアイドル」/赤川次郎
「疾走」/東直己
「棟居刑事の使命の条件」
　　　　　　　　　  / 森村誠一
「奇祭の果て　鍋かむり祭の殺
人」/西村京太郎
「千両花嫁　とびきり屋見立て
帖」/山本兼一
「いすゞ鳴る」/山本一力

※長期延滞されている方は、至
急返却をお願いします。

「よみきかせの会」（児童図書館）  11 月 8 日（土）13：30 ～ 14：30
紙芝居　「それでもたまごはわれません」　
絵　本　「しろいうさぎがやってきて」
　　　　「わにさんどきっ　はいしゃさんどきっ」
　　　　「（おたのしみ）」
「おはなし会」（多目的会館図書室）11 月 15 日（土）13：30 ～
対象：幼児　絵本の読み聞かせ、紙芝居をします。

新刊案内「図書名」/著者名
【一般図書】
「テンペスト（上・下）」
　　　　　　　　　  / 池上永一
「瑠璃でもなく、玻璃でもなく」
　　　　　　　　　　  / 唯川恵
「深川にゃんにゃん横丁」
　　　　　　　　  / 宇江佐真理
「出星前夜」/飯島和一
「きのうの世界」/恩田陸
「犯罪小説家」/雫井脩介
「役に立たない日々」/佐野洋子
「なぜ君は絶望と闘えたのか　本
村洋の 3300 日」/門田隆将
【児童図書】
「ルルとララのカスタードプリ
ン」/あんびるやすこ
「キャベたまたんてい　ハラハラ
さばくの大レース」/三田村信行
「都会のトム＆ソーヤ　６」
　　　　　　   / はやみねかおる
「宿題ひきうけ株式会社」
　　　　　　　　　  / 古田足日

　

紀
北
国
際
交
流
協
会
主
催
に
よ

る
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
料
理
教
室
」

の
参
加
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

是
非
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

講
師　

セ
リ
ナ　

タ
ン 

先
生

　
　
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
身　

　
　

尾
鷲
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

日
時　

11
月
14
日(

金) 　

　
　
　

午
後
６
時
45
分
〜

場
所　

東
長
島
公
民
館

料
理　

Yong Tan Foo (

詰
め
物

入
り
豆
腐)

、
え
び
オ
ム
レ
ツ
な
ど

（
変
更
の
場
合
あ
り
）

定
員　

20
名
（
先
着
順　

定
員
に

な
り
次
第
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
）

募
集
期
間　

11
月
４
日
（
火
）
〜

12
日
（
水
）（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

参
加
費　

一
般
５
０
０
円
（
紀
北

国
際
交
流
協
会
員
は
無
料
）

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

紀
北
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
本

庁
企
画
課
内
）

℡
０
５
９
７
（
32
）
３
９
０
３

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
料
理

教
室
」
参
加
者
募
集

の
お
知
ら
せ

　

泉
質
の
良
さ
が
評
判
の
き
い
な

が
し
ま
古
里
温
泉
を
、
広
く
知
っ

て
い
た
だ
き
よ
り
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日
頃

の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
11
月
26
日

（
水
）（
第
４
水
曜
に
つ
き
午
後
１

時
か
ら
営
業
）
に
限
り
温
泉
の
ご

利
用
を
次
の
料
金
と
し
ま
す
の
で

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

料
金

大
人
【
中
学
生
以
上
65
歳
未
満
】

　

…

３
０
０
円（
通
常
５
０
０
円
）

老
人
【
65
歳
以
上
】・
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方

　

…

３
０
０
円（
通
常
４
０
０
円
）

小
人
【
小
学
生
】

　

…

無
料
（
通
常
３
０
０
円
）

（
回
数
券
の
ご
利
用
は
除
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉　

℡
０
５
９
７
４
（
９
）
３
０
８
０

11
月
26
日
は

　「
イ
イ
フ
ロ
の
日
」

　

泉
質
の
良
さ
が
評
判
の
き
い
な

が
し
ま
古
里
温
泉
を
、
広
く
知
っ

て
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日

頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
11
月
26

日
（
水
）（
第
４
水
曜
に
つ
き
午

後
１
時
か
ら
営
業
）
に
限
り
温
泉

の
ご
利
用
を
次
の
料
金
と
し
ま
す

の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

料
金

大
人
【
中
学
生
以
上
65
歳
未
満
】

　

…

３
０
０
円（
通
常
５
０
０
円
）

老
人
【
65
歳
以
上
】・
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方

　

…

３
０
０
円（
通
常
４
０
０
円
）

小
人
【
小
学
生
】

　

…

無
料
（
通
常
３
０
０
円
）

（
回
数
券
の
ご
利
用
は
除
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉　

℡
０
５
９
７
４
（
９
）
３
０
８
０
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　10 月 12 日、島勝浦で大漁と海上安全を祈願する島
勝神社の秋の例祭、かます祭りが行われました。
　昔、この地区でかますが多く獲れ、地元が潤ったこ
とに由来するといわれるこの祭りでは、神事の後、島
勝漁村センター前に引き出された山車の上で三番叟が
披露され、続いて神社までの間を威勢よく練り歩きま
した。

　10 月 18 日、海山公民館で紀北町戦没者追悼式が執
り行われました。
　遺族の方々や町関係者などが参列し、全員で黙祷を
ささげ、追悼のことばや町内の中学生による平和祈念
作文の発表などの後、最後に献花を行い、戦争で亡く
なられた方のご冥福をお祈りするとともに、平和への
誓いを新たにしました。

紀北町戦没者追悼式10/18 かます祭り

　９月の下旬から 10 月の中旬にかけて、町内の
小・中学校、幼稚園で運動会か行われました。
　児童・生徒、園児達はそれぞれ個人種目、団
体種目で練習の成果を発揮し競技に取り組み、
保護者の声援を受けていました。また、表現種
目でもダンスなどを元気よく披露し、運動会は
盛り上がりました。

交通安全パレード

町内で運動会
9月～
10月

10/12

9/24

　９月 24 日、東長島地区で秋の全国交通安全運動に伴
い、交通安全ポスターの表彰式と、交通安全パレード
が行われました。
　交通安全ポスター表彰式では、町内小・中学校の児童・
生徒の作品 1,177 点から選ばれた入賞作品 32 点が表彰
され、その後、東長島地区で約 100 人が参加してパレー
ドを行い、地域の皆さんに交通安全を呼びかけました。
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消防・警察だより
受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。
月日 尾　　鷲

西井外科胃腸科

長 谷 川 内 科

三木浦診療所

玉 置 眼 科

澤 田 医 院

九 鬼 診 療 所

南輪内診療所

か と う 小 児 科

尾 辻 医 院

島 勝 診 療 所

神 谷 医 院

いずみ整形外科

第 一 病 院

垣内胃腸科内科医院

0597-22-3773

 〃  -22-8080

 〃  -28-2316

 〃  -22-5611

 〃  -22-0062

 〃  -29-2037

 〃  -27-3399

05974-7-3341

 〃   -7-0890

0597-39-0009

 〃  -32-0016

 〃  -32-1188

 〃  -36-1111

05974-7-4800

11/2

11/3

11/9

11/16

11/23

11/24

11/30

曜日

日

月

日

日

日

月

日

電　　話 紀　　北 電　　話

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島区の方のみ
11月の免許更新日（11日・25日）
受 付 時 間  　 9 時～14時
優良・一般    15 時～16時

（9月末現在）

交通事故発生状況（9月末現在）

住　所　　氏　名　　　（年齢）
三　浦　西村　脩作　　(76歳 )
長　島　南部　知一　　(78歳 )
東長島　橋本　保夫　　(87歳 )
長　島　武村　加代　　(57歳 )
長　島　濵田きぬゑ　　(78歳 )
東長島　東　　　勉　　(82歳 )
長　島　東　　芳平　　(87歳 )
三　浦　桒山　加代　　(46歳 )
相　賀　岡田八重子　　(81歳 )
相　賀　上地美佐子　　(81歳 )
船　津　植村　喬一　　(68歳 )
引本浦　世古　　清　　(81歳 )
島勝浦　林　壽美代　　(86歳 )
上　里　北村きよ子　　(87歳 )
白　浦　　瀬　武豊　　(63歳 )
便ノ山　玉津　之助　　(91歳 )
相　賀　大西美千代　　(76歳 )
馬　瀬　尾﨑　德志　　(78歳 )
島勝浦　山下　亀雄　　(90歳 )

戸籍の窓
【平成20年9月1日～30日受付分】

お誕生おめでとう

ごめい福を祈ります

住　所　  子の名前　  保護者
東長島　堀口　羽純　　  法秋
島　原　南　　亜覧　　  裕雄
海　野　石倉　のあ　　  佳季
島　原　木ノ内沙英　　  勝己
長　島　米倉　優太　　  弘幸
島　原　須藤　ゆな　　  由之
島　原　鈴木　寿弥　　  良尚
東長島　寺浦　正晃　　  圭
海　野　井谷　春奈　　  春一
長　島　松田　心美　　  雅彦
東長島　奥村　京介　　  京英

救急休日在宅当番表

警察だより

消防だより

（救急医療情報システム TEL 0597-22-1199）

(　)は前年比

三
　
浦
　
西
村
　
　
勉

長
　
島
　
東
　
　
昌
久

長
　
島
　
東
　
　
恭
弘

東
長
島
　
東
　
小
夜
子

中
　
里
　
大
川
　
秋
　

相
　
賀
　
岡
田
　
　
治

引
本
浦
　
世
古
　
伸
之

馬
　
瀬
　
尾
﨑
　
辰
明

島
勝
浦
　
林
　
　
　
功

島
勝
浦
　
坂
本
　
信
房

上
　
里
　
仲
　
　
　
郎
　

三
万
円

五
万
円

五
万
円

五
万
円

五
万
円

三
万
円

二
万
円

三
万
円

二
万
円

一
万
円

十
万
円

（
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

火 

災

1,381(－105）898(－56）129(－11）192(ー14）162(－24）

304(－５）212(－２） 24(－５） 40(－２） 28(＋4）

その他

335(－29）198(－19） 38(ー12） 54(＋9） 45(ー7）

１(＋１） ０(－１） ０(±０） ４(±０）

総件数 急　病 交通事故 一般負傷

２(＋１）

海 山 区 ２(－１） ２(－１） ０(±０） ０(±０） ０(±０） ０(±０） ０(±０）

船　舶 航空機 その他
紀伊長島区 ５(ー１） ３(－１） ０(±０） ０(±０） ０(－１） ０(±０）

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内１３(－３）８(－２） ０(－１）
 

救 

急

※組合管内は、三
　重紀北消防組合
　管内の件数

(　)は前年比

海 山 区

紀伊長島区

組合管内

三 重 県 内 ４６，２３６
(－５１４）

８，８２５
(－７１６） ７０(－９） １１，５５９

(－１，１４９）
３７，４１１
(＋２０２）

尾鷲署管内 ６４６(－４３） １７５(－９） ５(＋１） ２３５(－４１）４７１(－３４）

紀 北 町 ３２１(＋１） ８４(－８） ５(＋２） １１３（－２９） ２３７(＋９）

交通事故総件数 人身事故件数 死　者　数 負傷者数 物損事故件数
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　誰でも悲しい出来事があると気分が落ち込みます。多くの場合、時間とと
もに回復しますが、悲しみの状態が長く続き、毎日の生活に支障が出てくる
とき、「うつ」の状態であることがあります。
　例えば　眠れない、ゆううつで気分が沈んだり、朝早く目が覚める、心配
事が頭から離れない、自分を責めるなどがあります。また、頭痛や肩こり、
腹痛、息苦しさなど、体の症状として現れることもあります。こうした症状
は見逃しやすいことから、気づかないうちに、心の病気になっていることが
あります。
　「うつ」の状態のとき、脳の中はどのような変化が起きているのでしょう
か？　脳には、百数十億個の神経細胞があり、楽しさや悲しみなどの感情や
毎日のいろいろな思い、考えは、神経細胞の働きによって生まれています。神経細胞の働きは、神経
伝達物質によって調節されています。「うつ」のときは、これがうまく働かなくなっている状態です。
早めの治療でつらい症状は、改善することができます。
　心の健康を維持するために、休養時間を十分とり、趣味を楽しんだり、好きなことをする、体を動
かすなどしてストレスを解消しましょう。楽しみのある生活は、脳を元気にして心の健康を支えます。
　また、悩んでいることを、家族や友人などに話してみることが大切です。話を聴いてもらうことで
気持ちが楽になることがあります。もしも相談を受けたら、話に耳を傾けてみましょう。そして「心
の病気のサインかな」と気づいた時は、専門機関に相談したり、早めの受診すすめるようにしましょう。

心の健康について考えてみませんか心の健康について考えてみませんか心の健康について考えてみませんか

町や県では、心の健康相談の窓口を開設してい
ます。些細なことも言葉にしてみることで気が
楽になることが多いものです。元気な心を保つ
ために、気軽に相談してみましょう。

尾鷲保健福祉事務所（平日 8：30 ～ 17：15）
℡0597-23-3428

★ 町の相談窓口

★ 県の相談窓口

本庁福祉保健課（平日 8：30 ～ 17：30） 
老人福祉センター　℡0597-32-3912
保健センター　　　℡05974-7-4750

精神科医師による個別相談を開催します。

■日　時・・・11 月 27 日（木）14：00 ～ 16：30
■場　所・・・老人福祉センター 2階
■対　象・・・本人及び家族
（ただし、現在精神科にて通院治療されていない方）
■申し込み・・・予約が必要ですので、
11 月 20 日（木）までに電話等でお申し込みください。
■相談料・・・無料
■問い合わせ・申し込み・・・
　尾鷲保健福祉事務所保健衛生室
　℡0597-23-3428

相談の方法 こころの健康相談

手軽で簡単！手作りおやつ教室

11 月 27 日（木）老人福祉センター
時間】9：30 ～ 11：30
【内容】「子どものおやつについて」
　　　栄養士による講義と調理実習
【対象】2 ～ 3 歳の子どもさんをもつ保護者
（子どもさんを同伴での参加可）
★参加ご希望の方は、11 月 25 日（火）までに
老人福祉センターにご連絡ください。
（℡0597-32-3912）

離乳食教室

11 月 19 日（水）東長島公民館
【時間】13：30 ～ 15：30
【内容】栄養士による講義と調理実習
【対象】乳児を持つ保護者
　　　（子どもさんをもつ同伴での参加可）
★参加ご希望の方は、11 月 17 日（月）までに
老人福祉センターにご連絡ください。
（℡0597-32-3912）

お知らせお知らせ
11 月は、「児童虐待防止推進月間」です。
平成 20 年度「児童虐待防止推進月間」標語　『助けての　小さなサイン　受け止めて』
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お知らせお知らせ

一般健康相談（血圧 ・ 尿検査等）

11 月 5 日 ( 水 )
　船 津 集 会 所・・・・・
　新 田 集 会 所・・・・・
　東長島公民館・・・・・
11 月 6 日（木 )
　白 浦 集 会 所・・・・・
　島勝漁村センター ・・・
11 月 7 日 ( 金 )
　便ノ山集会所・・・・・
　木 津 集 会 所・・・・・
11 月 12 日（水 )
　保健センター・・・・・
　馬 瀬 集 会 所・・・・・
　河内区民会館・・・・・
11 月 19 日 ( 水 )
　赤 羽 出 張 所・・・・・
　中 桐 会 館・・・・・
11 月 26 日 ( 水 )
　大 原 公 民 館・・・・・
　此ヶ野公民館・・・・・
　道 瀬 会 館・・・・・
　三 浦 公 民 館・・・・・
11 月 28 日 ( 金 )
　小山浦集会所・・・・・
　引 本 公 民 館・・・・・

  9：30 ～ 10：30
10：45 ～ 11：15
10：00 ～ 11：00

  9：30 ～ 10：10
10：25 ～ 10：55

  9：30 ～ 10：00
10：15 ～ 10：45

10：00 ～ 11：00
  9：30 ～ 10：00
10：15 ～ 10：45

  9：15 ～   9：40
  9：50 ～ 10：20
 
  9：30 ～ 10：00
10：20 ～ 10：50
13：30 ～ 14：00
14：20 ～ 14：50

13：30 ～ 14：00
14：15 ～ 14：45

おやこサークル

たんぽぽ
【日時】11 月 4、11、18、25 日（10：30 ～ 11：30）
【場所】老人福祉センターにお問い合わせください
　　　（℡0597-32-3912）

1 歳 6 ヵ月児健康診査

11 月 13 日（木）老人福祉センター
【受付時間】9：00 ～
【対象者】H19.3.9 ～ H19.5.2 生まれのお子さん
★対象者には、通知書を郵送します。忘れずに受
診してください。

感染症情報（9月 29 日～ 10 月 19 日分）
紀北地区の感染症の動向をお知らせします。

0

2

4

6

8

10

12

Ａ
群

溶
レ
ン
菌

咽
頭
炎

感
染
性

胃
腸
炎

咽
頭
結
膜
炎

流
行
性

耳
下
腺
炎

流
行
性

角
結
膜
炎

9/29 ～ 10/5

10/6 ～ 10/12

10/13 ～ 10/19

プチ・キッズ
【日時】11 月 5、12、19、26 日（10：00 ～ 11：30）
【場所】保健センター２階　
　　　（℡05974-7-4750）

400ml 献血のお願い

12 月３日（水）
海野コミュニティセンター　  9：00 ～ 10：00　

社会福祉会館　　　　　　　10：30 ～ 13：00

呼崎会館　　　　　　　　　14：30 ～ 15：30　

片上公民館　　　　　　　　16：00 ～ 17：00

400ml 献血にご協力いただける方
・18 歳～ 69 歳の方（65 歳以上の方は 60 ～
　64 歳の間に献血経験がある方）
・体重が男女とも 50kg 以上の方
☆皆様のご協力をお願いします。

赤ちゃん相談＆おやこ広場

11 月 14 日 ( 金 )  老人福祉センター
　　　〃　      　  保健センター
【時　間】10：00 ～ 11：30
【持ち物】母子健康手帳

個別健康相談 (糖尿病 ・高血圧 ・高脂血症等 )

11 月 12 日（水）老人福祉センター
【時間】13：30 ～ 15：00
【対象者】糖尿病や高血圧などの生活習慣病で
　注意が必要といわれている方、治療中の方等
【申し込み】11 月 10 日（月）までに老人福祉
　センターへお申し込みください。
　（℡0597-32-3912）

★食事や運動などについて個別に相談に応じます。
　糖尿病、高血圧などの病気でお悩みの方、ぜひお
　越しください。

健康歩こうかい

11 月 26 日（水）第 241 回 
　　　　　　　　～大津石山寺・平等院～

7：30　東長島公民館
お茶・タオル・帽子・お弁当他
各地区世話人または

鼎さん　 (℡05974-7-1439・090-8866-2620)
津本さん（℡05974-7-1582）
定員になり次第締め切りますので早めにお
申し込みください。

【集 合 時 間】
【持 ち 物】
【問い合わせ】

次回：12 月 14 日（日）
　　　第 242 回　熊野古道～三浦始神道散策～
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11
紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

全
国
一
斉
の「
労
働
時
間

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退

共
制
度

普通救命講習
日時：11 月９日（日）午後１時～４時
場所：老人福祉センター 2 階

精神保健福祉相談
日時：11 月 25 日（火）
場所：老人福祉センター
※事前予約が必要です。本庁福祉保健
課までご連絡ください。
℡0597-32-3912

無
料
法
律
相
談

　
　
　
　
（
予
約
制
）

ス
ト
ー
カ
ー
被
害
や

Ｄ
Ｖ
被
害
の
早
期
相

談
に
つ
い
て

11
　

三
重
労
働
局
で
は
、
11
月
に
労

働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
、
全
国
一
斉
の
「
労
働
時

間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」（
無
料
）
を

設
置
し
ま
す
。
ご
相
談
は
匿
名
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
平
日
、
仕
事

で
お
忙
し
い
方
も
、
労
働
時
間
や

賃
金
、
年
次
有
給
休
暇
な
ど
の
労

働
条
件
や
職
場
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　

11
月
22
日
（
土
）　

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

℡
０
１
２
０
（
８
９
７
）
７
１
３

相
談
内
容　

労
働
時
間
・
賃
金
・

年
休
な
ど
労
働
時
間
や
職
場
に
関

す
る
こ
と
（
匿
名
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
）

問
い
合
わ
せ　

三
重
労
働
局
監
督
課　

℡
０
５
９
（
２
２
６
）
２
１
０
６

　

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働

く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で

の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

掛
金　

日
額
３
１
０
円

特
長

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。　

な
ど

☆
建
退
共
か
ら
の
お
願
い

　

建
設
業
界
を
引
退
し
ま
し
た
ら

忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
!!

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人　

勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部　

事
業
推
進
室

℡
０
３
（
５
４
０
０
）
４
３
１
６

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
会

場
定
員
10
名
で
す
の
で
、
前
日
ま

で
に
本
庁
住
民
課
住
民
係
ま
で
予

約
の
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡
０
５
９
７
（
32
）
３
９
０
７

　

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
Ｄ
Ｖ（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

は
、「
犯
罪
行
為
」
で
あ
り
、
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
さ
ら
に

重
大
な
犯
罪
の
発
生
に
つ
な
が
っ

て
い
く
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

早
い
段
階
で
相
談
す
れ
ば
、
被

害
者
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
が
図

ら
れ
、
迅
速
な
解
決
が
見
込
め
ま

す
。

　

警
察
で
は
、
被
害
者
の
安
全
を

最
優
先
し
つ
つ
、相
手
方
の
検
挙
・

警
告
と
被
害
者
へ
の
支
援
を
関
係

機
関
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
の
被
害
に

遭
わ
れ
て
い
る
方
は
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
相
談

尾
鷲
警
察
署

℡
０
５
９
７
（
25
）
０
１
１
０

三
重
県
警
察
本
部
ス
ト
ー
カ
ー
対

策
室

「町税の納付について」
 　町税は、定められた期限ま

でに、納税者の皆様に自主的に

納めていただくものです。紀北

町では、この納税本来の姿であ

る自主納税制度を推進していま

す。

　役場では、町民のみなさんが

健康で安全、快適な暮らしがで

きるよう、道路、上水道、排水

路等の整備、教育や福祉の充実

など様々な事業を行っています

が、町税は、こうした事業を進

めるために必要な財源の根幹を

なすものです。

　自主納税と納期内納付にご協

力をお願いします。

税の窓税の窓日　

程

時　

間

場　

所

11
月
25
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
４
時

社
会
福
祉
会
館

（
紀
伊
長
島
区
）

日　

程

時　

間

場　

所

11
月
14
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
４
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
海
山
区
）
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紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

平
成
20
年
住
生
活
総
合

調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
！

「
民
事
介
入
暴
力
巡
回

法
律
相
談
」の
実
施
に

つ
い
て

交
通
事
故
無
料
相
談

℡
０
５
９
（
２
２
２
）
０
１
１
０

（
内
線
３
０
５
４
）

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
三
重
県
女
性
相
談
所
）

℡
０
５
９
（
２
３
１
）
５
６
０
０

ま
た
は
お
近
く
の
交
番
・
駐
在
所

世
界
遺
産
　
熊
野
古
道
　
伊
勢
か

ら
熊
野
へ

日
時　

11
月
24
日
（
月
・
祝
）　

　
　
　

午
後
１
時
〜

　
　
　
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

場
所　

Ｏ
Ｍ
Ｍ（
大
阪
マ
ー
チ
ャ

ン
ダ
イ
ズ
・
マ
ー
ト
）
ビ
ル:

大

阪
市
中
央
区
大
手
前
１―

７―

31

（
℡
06
（
６
９
４
３
）
２
０
１
０
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

◇
午
後
１
時
〜　

開
会
挨
拶
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　
「
木
遣
り
」（
木

本
奉
仕
委
員
会
）　

◇
午
後
１
時
30
分
〜　

第
１
部　

基
調
講
演

「
日
本
の
心
の
ふ
る
さ
と
、
熊
野
」

山
折　

哲
雄　

氏
（
宗
教
学
者
）

◇
午
後
２
時
50
分
〜

第
２
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

「
熊
野
古
道
伊
勢
路
、
そ
の
風
土

と
魅
力
を
語
る
」

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

・
小
倉　

肇　

氏
（
み
え
熊
野
学

研
究
会
運
営
委
員
長
・
紀
北
町
教

育
長
・
児
童
文
学
者
）

【
パ
ネ
ラ
ー
】

・
山
折　

哲
雄　

氏
（
宗
教
学
者
）

・
高
木　

美
千
子　

氏
（
旅
行
作

家
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

・
満
仲　

雄
二　

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
熊
野
生
流
倶
楽
部
理
事
長
）

・
花
尻　

薫　

氏
（
み
え
熊
野
学

研
究
会
運
営
委
員
、
熊
野
古
道
伊

勢
路
語
り
部
友
の
会
会
長
）

入
場
料　

無
料
（
事
前
申
込
制
）

問
い
合
わ
せ

東
紀
州
観
光
ま
ち
づ
く
り
公
社
紀

北
事
務
所　

℡
０
５
９
７
（
23
）
３
７
８
４

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
で

は
、
交
通
事
故
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。（
無
料
）

電
話
相
談
（
面
談
も
可
）

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜

５
時

弁
護
士
相
談

毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

※

要
予
約
・
要
面
談

問
い
合
わ
せ

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会

四
日
市
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー

℡
０
５
９
（
３
５
３
）
５
９
４
６

　

平
成
20
年
12
月
１
日
に
、
全
国

一
斉
の「
平
成
20
年
住
生
活
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
、

国
土
交
通
省
が
都
道
府
県
、
市
町

村
の
協
力
の
も
と
、
５
年
ご
と
に

実
施
す
る
も
の
で
、
皆
様
の
住
宅

や
住
環
境
に
対
す
る
主
観
的
な
評

価
や
、
今
後
の
住
ま
い
方
・
改
善

計
画
な
ど
を
お
伺
い
し
、
国
や
地

方
公
共
団
体
が
今
後
の
住
宅
施
策

を
行
う
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る

も
の
で
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
お

宅
に
は
、
三
重
県
知
事
が
任
命
し

た
調
査
員
が
お
宅
を
11
月
下
旬
に

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
以
外
の
目
的
に
使
う
こ
と
は

法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
日　

　

平
成
20
年
12
月
１
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ

三
重
県
県
土
整
備
部
住
宅
室

住
ま
い
支
援
グ
ル
ー
プ

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
７
２
０

　
（
財
）
暴
力
追
放
三
重
県
民
セ

ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
民
事
介
入

暴
力
巡
回
法
律
相
談
」
に
三
重
県

警
察
及
び
三
重
弁
護
士
会
民
事
介

入
暴
力
対
策
委
員
会
が
協
力
し
、

暴
力
団
と
の
民
事
ト
ラ
ブ
ル
や
暴

力
団
の
不
法
行
為
な
ど
に
つ
い
て

市
民
か
ら
相
談
を
受
け
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
（
金
）　

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

尾
鷲
市
立
中
央
公
民
館

相
談
担
当
者　

・
三
重
弁
護
士
会
民
事
介
入
暴
力

対
策
委
員
会
の
弁
護
士
（
民
暴
弁

護
士
）

・（
財
）
暴
力
追
放
三
重
県
民
セ

ン
タ
ー
の
暴
力
相
談
委
員

・
三
重
県
警
察
の
警
察
官

相
談
事
例

　

当
日
は
、
民
暴
弁
護
士
を
は
じ

め
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
暴

力
追
放
相
談
員
や
警
察
官
が
面
接

し
、
以
下
の
事
例
な
ど
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
等
に
関
す
る

相
談
の
指
導
や
助
言
を
行
い
ま

す
。

（
１
）
刑
事
問
題

・
暴
力
団
か
ら
脅
さ
れ
て
い
る
。

・
暴
力
団
に
乱
暴
さ
れ
た
。

（
２
）
民
事
問
題

・
暴
力
団
か
ら
用
心
棒
代
、
あ
い

さ
つ
料
等
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。

・
暴
力
団
が
交
通
事
故
の
示
談
・

倒
産
整
理
・
債
権
の
取
り
立
て
に

介
入
し
て
い
る
。

・
暴
力
団
に
金
を
貸
し
た
が
返
し

て
く
れ
な
い
・
売
掛
金
を
払
っ
て

く
れ
な
い
。

・
暴
力
団
へ
の
加
入
を
要
求
又
は

脱
退
を
妨
害
さ
れ
て
い
る
。

・
い
つ
の
間
に
か
ア
パ
ー
ト
の
一

室
が
暴
力
団
事
務
所
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

そ
の
他

　

相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

（
財
）
暴
力
追
放
三
重
県
民
セ
ン

タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
９
）
２
１
４
０

第
９
回
み
え
熊
野
学

フ
ォ
ー
ラ
ム
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（
平
成
20
年
10
月
1
日
現
在
)

■
人
口
：
19,653

人
　
　
■
世
帯
数
：
8,735

世
帯

■
男
：
9,279

人
/女
：
10,374

人

笑顔満１歳

「さわやか笑顔」のコーナーに掲載希望の方は、
誕生月の前月の 10 日までに本庁企画課広報係
までお申し込みください。

竹谷　把空人くん
はあと

平成19年1１月18日

お風呂とさんぽが大好きハート君！

< 船津 > 伊久人さん

北河　凌空くん
り　く

平成19年1１月26日

いつも元気でやんちゃな凌空です

< 相賀 > 洋三・梨沙さん

岡　蒼太くん
そうた

平成19年1１月16日
音楽に合わせて体フリフリ。
いつもニコニコ笑顔をふりまいてくれます。
< 長島 > 明彦・一女さん

杉田　雄飛くん
ゆうと

平成19年1１月6日
追いかけっことママが大好きなパパ似の 
ゆうとです
< 船津 > 東陽・法子さん

谷口　結菜ちゃん
平成19年11月 5日

とっと大好き★歌と踊りがだぁいスキ
な食いしん坊の ゆいです

＜中里＞二郎・瑞穂さん

ゆいな

宮下　ひまりちゃん
平成19年11月 20日

お兄ちゃんとカーテンでかくれっこす
るのが大好きです（＾－＾）ｖ

＜長島＞真和・智子さん

　10 月 11日、東長島公民館で、第４回芸能の夕べが
開催され、紀北町文化協会紀伊長島支部の芸能部を
中心に８団体 96 人が参加し、コーラスや楽器演奏、
日本舞踊などを披露しました。
　また、特別参加の赤羽中学校生徒による篠笛の演
奏では、「荒城の月」など５曲を演奏し、練習の成果
を披露し、会場を盛り上げました。

第4回芸能の夕べ10/11
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